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1) 水野は ｢共同耕作｣あるいは ｢共同経営｣ という用語を,本稿で用いるところの経営受委託を含
むものとして用いている [水野 1981:121]｡ ここではこの二者を区別して論じるために, ｢共同
耕作｣ は親族世帯が共同で経営するもの (現地では ｢-ットナムカン｣ と呼ばれる) に限定して
用いる｡
2) 例えば口羽 ･前田 [1980:204]では,二者関係累積体 [坪内 ･前田 1977:4]としての家族圏か
らタイ社会を分析する有効性がうたわれ,武邑 [1989:259]は ｢屋敷地共住集団｣を ｢世帯の経
済生活上の困窮にかかわって現れる近親間互助の一形態｣としている｡
3) 竹内 [1985:189]は,財産 (特に土地)共有の観念が合同家族を再生産しているとする｡また北
原 [1985:7]は屋敷地と耕地の親子間での未分割が複合家族たる屋敷地共住集団を維持してい
るとする｡














































調査村の トン村 (BanThon)は,東北タイの中心的都市コンケン市から,国道 2号線を約 16







るケースがある｡トン村の農地は,天水田 (全耕地の32.7%),濯概田 (24.8%),畑地 (39.0%),



















類 型 類型分けの基準1) 世帯主の年齢による世帯数分布 合 計
共同耕作 経営受託 所有地 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上
Ⅰ ○ × × 5 10 1 0 0 16
Ⅱ ○ ○ × 5 7 4 2 0 18
Ⅱ 〇 〇 〇 1 3 2 0 0 6
Ⅳ ○ × ○ 0 0 2 0 3 5
Ⅴ × ○ × 5 19 12 3 2 41
Ⅵ × ○ ○ 1 15 11 7 7 41
Ⅶ × × ○ 2 20 33 47 66 168













































































































































































































































































































































































































て, 農地の希少化が進むにつれて, まず親族間での共同耕作がおこり, 次に親族間の刈分小作-/
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かもしれない｡また中部タイで共同耕作は一般的ではないと言われるが [北原 1985:8], これま
での農村調査の中には, 共同耕作の存在を示唆するものがある｡ 例えばBangkhuad村では, か
って農地が豊かにあった時代には,子供夫婦は親と同居しつつ自分の農地を開墾したが,先占可
能地がなくなると,親と同居し共同作業する時期が長くなった｡そして親の家が小さい場合には,










[続 き 柄] 1)H:親世帯の夫,W:Hの妻,S:息子,SW:息子の妻,D:娘,DH:娘の夫,GS:蘇 (男子),
GD:蘇 (女子),GDH:GDの夫,GSW:GSの妻,GGS:曾孫 (男子),GGD:曾孫 (女子),






[そ の 他] ?`"はデータ不明｡
事例番号 世帯番号 家族構成員の続き柄と年齢,就業状況 部門別経営面積 (菜園,養魚池を除く)
A-1 10 H67W67GS23 R6㌔K3',D3.,Ul519/1 DH42D41GD18GD1GD4 書, 書 *
256 S37sw37GS15GS7 R6',R5,K3',D3'
A-2 132 H50W53wM86D19Dl6 R21',KlO',Ul4',DlO'
261 DH3D23GDl R21㌔KlO',Ul4',DlO'
A-3 116 H52W50S25D23S21sl9D17 K36書,D30
252 S29sw28GS8GS7 K36暮,D6
A-4 160 H64W6ls30(S24)D23 Kl3',U24㌔Dl3'
264 DH31D30GS?GS? Kl3',U24',Dl3'
A-5 86 H68W59(D24)S20 R10',K4,Kll',Dll'
266 DH34D34S3 R10+,Kl1㌔Dll '
A-6 25 H6S26sw23GS13 R27書,K3,U424 DH4lD38GSl7GS15 5 10
25/1 S34sw 3GS9GD1 R27',U12






A-8 72/1 H60W61(D26)(D17) K18書,D18*439 DH34D28GD7GS5 K18+,D18'
末娘はバンコクへ出稼ぎ,その上の娘はコンケン市で教師をするo そのためNo.439の世帯分けで親の世帯に労働力不足がおきたo
A-9 140 W76(S28)GD19 K10書,D10*





A-10 48/1 H54W54D26D23D2D18 K6',D6'231 DH35D30GSllGS8GD6 .
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事例番号 世帯番号 家族構成員の続き柄と年齢,就業状況 部門別経営面積 (菜園,養魚池を除く)
A-ll 他村 ? ?55′6 S38sw 34GS13GDlGS7 R31',K2
親の家の子どもはみな他出してしまい,労働力不足o
A-12 111 H84W78 KlO+,DlO'52 S37sw 30GS15GS13GS1GD3 10' +,K4,U25
子供が親と同居したがらないo
A-13 102 H79W7D54D41GS18(GD15) R39事,U27161 DH61D60GD23 R39',UlO
親と同居していた娘の夫死亡で,親の家に労働力不足がおきたoそこで農地の相続を済ま
せたNo.161との共同耕作を開始したo天水田39ライ中,15ライはNo.161の所有地o
A-14 121 H70W65D38GD14GS8GS2 Kl8㌔Dl4,Rl6315 S24sw 23GD2GDl ', 4
親と同居していた娘の夫死亡のため,親の世帯に労働力不足発生o





A-16 81 H65W60DH29D24S18GDl R12書,U5266 DH34D33 l+K2,U5
親と同居している娘が子供の養育のため労働力とならなかったo
B-1 74/2 H52W49DH23S2D20sl8sl5GS3 Rll',Rl5,K4',D4'145 (DH27)D28GS5 Rll',K4',D4
世帯分けした娘の夫はコンケン市で勤務oそのため娘の世帯で男子農業労働力が不足して
いるo
B-2 135 H51W48DH30D27(S19)GD3 R17',K20',D14,U19'253 DH3D25GS5GS3 Rl7',K20',D6,U19'
No.253の夫はごく最近まで他県に出稼ぎに出ていたため,この世帯が労働力不足であっ
たo
B-3 3 W73DH32D30GS7GS2 R9',U3′2 DH52D4GD20
長女の世帯は小売店を営むため農業労働力が不足している○
C-1 52 H65W64D2DH28(S25)GS6 R21',Ul575 DH4D1(G 19) GS17)GS14 K3,U3
234 DH45D34(sl5)slO R21+,Kl2,U3





C-3 91 W78S5D34 R40+/1 S46sw 46DH29D2S19 .
305 GS27GSW24GGD6GGS2 R408,D2
C-4 77 H52W50wM80D20D14D12 Rl4',K2,U4
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事例番号 世帯番号 家族構成員の続き柄と年齢,就業状況 部門別経営面構 (菜園,養魚池を除く)
D-1 143/1 H62W59D2DH25D2 R6,K5',D58
76/3 DH29D24GS9GS3 K5',D5'
E-1 71/2 H49W45D24D20D17 K9',D3.5,U3833 DH30D25GS9GS5 l
昨年,5ライの港概田を親が購入○その支払いを済ませるため共同耕作o
E-2 192 H50W49DH28D21D17 Kll',Dll',K8265 DH30D25GD5
親が3年前に6ライの水田を購入○その支払いを済ませるため共同耕作o
ど-1 104/1 H37W3sl6D12 R6,K26',Dll




F-2 51 H69W62DH29D26D2GSl K18',Dl2,U24324 DH42D38GD12GD7 R9',Kl8㌔D3,U5
73/1 DH37D36(GD17)GS16GS14 R9㌔Kl8',D3,U3
F-3 65 W5S25D2(sl7) Rl7,R5'304 DH37D32GS9GS7GSl 5事U16
一度,農地の分与をしたが,早魅で作付可能面積が減少したため,共同耕作にしている○
F-4 20 H7W74D40DH32(GS15)GS10GS5 R40暮,U748 DH32D30GS8GS7 D3 *
6年前に分与したが,早魅で作付可能面積が少なくなり,共同耕作を始めたo
G-1 23 W63(D25)D25DH?GD13 K68,D6'31 DH28 6G GD2 '
昨年世帯分けしたばかりo まもなく土地を分ける予定o
G-2 162 H64W57D27DH26S21D18sl6GD14 R31+,UlO401 DH27D24GS3 'R4
昨年世帯分けしたばかりoまもなく土地を分ける予定o
G-3 148 H54W51S27DH26D25S17 R24',K6',D3,U10'414 DH28D25GS2 書 書 *
昨年末に世帯分けしたばかりo まもなく土地を分ける予定o
G-4 76 H60W61S24D20S17 K16■/2 DH36D35GD1 暮,D3,U6
娘は最近再婚して世帯分けしたばかり○まもなく土地を分ける予定○
G-5 95 H5lw47wM10 S23D23D17GSO Kl6',K3,Dl6+257 DH29D25GS6G 4 1 6 U9,Dl6'
昨年世帯分けしたばかり○親によれば ｢まだ若いので共同耕作にしている｣○
H-1 144 H6W63S30sw30(D31)GS5 K8書,D8,U142 DH40D9GS14GDl1 *
出所)筆者調査｡
注)世帯番号300番以上は,筆者が付したもの｡
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